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     第１回環境カウンセラーＥＳＤ学会のご案内 

１ ２０１８年 年頭所感 

   ２ 事業報告   バイオガス発電プラントを見学（交流推進部門） 

   ４ 事業報告   環境審査員 CPD１日コース研修会／ECOテック＆ライフとちぎ２０１７    

   ５ 事業報告   第８回 環境カウンセラー全国交流会の報告 

   ６ 会員投稿   持続可能な環境調和社会をめざして 

   ８ 会員投稿   水俣条約が発効！ 

  １１ 会員投稿   書籍紹介 －世界からバナナがなくなるまえに－ 

  １２ 会員投稿   生物多様性とは何か その２５ 

  １５ 会員投稿   曽我部二郎の薔薇コーナー №３ 

  １６ 会員の活躍  中井嘉一郎  今井信行 

１７ 会員の活躍  塩野谷ふじ子 

  １８ 栃木県内環境イベント情報 

 

 

報 告 

投 稿 

レポート 

 

第
１
回
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
Ｅ
Ｓ
Ｄ
学
会
の
ご
案
内 

 

Ｅ
Ｃ
Ｕ
理
事 

渡
邊
重
宣 

 

Ｅ
Ｃ
Ｕ
（
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
全
国
連
合
会
）
は
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
Ｅ
Ｓ
Ｄ
学
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。 

 ◆
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
Ｅ
Ｓ
Ｄ
学
会
の
事
業
内
容 

１  

Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
学
術
研
究
調
査 

２ 

研
究
発
表
の
た
め
の
年
会
の
開
催 

３ 

国
内
及
び
国
外
の
諸
団
体
・
学
会
と
の
研
究
交
流 

４ 

学
術
雑
誌
及
び
図
書
等
の
刊
行 

５ 

そ
の
他
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
必
要
な
事
業 

 

◆
第
１
回
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
Ｅ
Ｓ
Ｄ
学
会
の
案
内 

（
平
成
２
９
年
度 

新
潟
大
会
） 

 
 

■
日
時
：
２
０
１
８
年
２
月
１
７
日(

土) 

１
０
時
～ 

■
会
場
：
新
潟
薬
科
大
学 

Ｂ
棟
１
階
Ｂ
１
０
３
教
室 

〒
９
５
６−

８
６
０
３ 

 

新
潟
県
新
潟
市
秋
葉
区
東
島
２
６
５−

１ 

 

詳
細
は
今
後
随
時
各
団
体
へ
連
絡
し
、
Ｅ
Ｃ
Ｕ
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
で
案
内
し
ま
す
。 

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ａ
会
員
に
は
メ
ー
ル
で
詳
細
を
ご
連
絡
し
ま
す
。 

ご
希
望
の
方
は
今
か
ら
日
程
の
調
整
を
し
て
く
だ
さ
い
。 



1 
 

                            

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方

に
は
す
が
す
が
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
自
然
観
察
会
や
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
１
の
普
及

な
ど
、
皆
様
方
の
活
動
に
よ
り
多
く
の
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
の
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ウ
で
、
自
動
車
業
界
が

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
車
）
の
開
発
を
重
点
的
に
す
す
め

る
と
い
う
動
向
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
自

動
車
で
は
エ
ン
ジ
ン
の
上
下
運
動
を
回
転
運
動
に
変
え

て
多
く
の
部
品
を
通
し
て
車
輪
に
動
力
を
伝
え
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
Ｅ
Ｖ
車
で

は
、
バ
ッ
テ
リ
か
ら
電
線
で
車
軸
の
モ
ー
タ
ー
に
電
気

を
送
り
モ
ー
タ
ー
を
回
転
さ
せ
れ
ば
い
い
の
で
、
機
械

部
品
の
組
み
合
わ
せ
が
少
な
く
な
る
た
め
に
、
大
幅
な

部
品
の
削
減
が
可
能
に
な
り
、
自
動
車
の
製
造
方
法
が

根
本
的
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
家

電
が
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
変
わ
り
日
本
の
家
電

製
造
業
が
凋
落
し
た
よ
う
に
、
特
に
中
国
で
は
、
自
動

車
の
製
造
方
法
が
根
本
的
に
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

国
の
自
動
車
製
造
業
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
み

て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
自
動
車
製
造
に
は
安
全
性

や
、走
行
性
な
ど
多
く
の
技
術
要
素
の
蓄
積
が
必
要
で
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
の
様
に
簡
単
に
は
い
か
な
い
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。 

最
新
の
Ｅ
Ｖ
車
で
は
電
気
容
量
４
０
ｋ
Ｗ
ｈ
の
バ
ッ

テ
リ
で
４
０
０
ｋ
ｍ
走
行
可
能
と
い
う
。
バ
ッ
テ
リ
充 

 

 電
の
電
力
二
酸
化
炭
素
排
出
係
数
を

0
.5

0
0
 

k
g
-C

O
2
/k

W
h

、
ガ
ソ
リ
ン
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

2
.3

2
k
g
-C

O
2
/

㍑
と
し
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｈ
Ｖ

車
、
燃
費
３
８
ｋ
ｍ
／
㍑
）
と
１
０
０
ｋ
ｍ
走
行
す
る

時
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
比
較
す
る
と
、
Ｅ
Ｖ
車
は

５
．
０
ｋ
ｇ
、
Ｈ
Ｖ
車
は
６
．
１
ｋ
ｇ
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
燃
費
が
１
５
ｋ
ｍ/

㍑
の
通
常
の
エ
ン
ジ
ン
車

で
は
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
１
５
．
５
ｋ
ｇ
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
Ｅ
Ｖ
車
や
Ｈ
Ｖ
車
は
大
幅
な

二
酸
化
炭
素
削
減
と
な
り
ま
す
。
パ
リ
協
定
に
よ
る
日

本
政
府
の
国
際
公
約
は
、
２
０
１
３
年
度
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
基
準
に
し
て
２
０
３
０
年
度
に
２
６
％
削

減
で
す
。
大
変
難
し
い
目
標
で
す
が
、
す
べ
て
の
ガ
ソ

リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車
が
Ｅ
Ｖ
車
や
Ｈ
Ｖ
車
に
替
わ
れ
ば
目

標
の
達
成
も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
政
府
が

進
め
て
い
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
運
動
で

新
し
い
製
品
の
購
入
を
勧
め
て
お
り
、
多
少
の
違
和
感

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
動
車
を
例
に
自
分
で
ち
ょ

っ
と
計
算
し
て
み
る
と
納
得
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

今
、
地
球
環
境
に
と
っ
て
最
重
要
な
課
題
は
二
酸
化

炭
素
排
出
量
削
減
と
生
物
多
様
性
で
す
。
栃
木
県
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
の
仲
間
に
は
、
そ
れ
ら
の
専
門
家

が
い
ま
す
。
今
年
も
元
気
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 
 
 

 

 

 

 

２０１８年 年頭所感 

～二酸化炭素排出量削減を目指した活動を～ 

理事長 安場 博 

 

 

TECA 
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◆ ◆ 

は
じ
め
に 

◆ 
 残

暑
の
中
に
も
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
９
月
２
１
日

（
木
曜
）
の
午
後
、
栃
木
県
技
術
士
会
と
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
１

３
名
の
参
加
メ
ン
バ
ー
は
東
北
自
動
車
道
那
須
高
原
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
上
り
線
に
集
合
し
ま
し
た
。 

施
設
は
、
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
（
東
日
本
高
速
道
路
）
の

プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
た
め
車
等
で
直
接
入
場
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
車
を
置
き
徒
歩
で
５
分
ほ
ど

の
場
所
に
あ
り
ま
し
た
（
写
真
１
）
。 

施
設
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
同
社
の
伊
藤
担
当

課
長
様
で
、
見
学
会
は
以
下
の
要
領
で
進
行
し
ま
し
た
。 

１ 

施
設
概
要
の
説
明 

２ 

施
設
の
見
学 

３ 

質
疑
応
答 

 
 

以
下
、順
を
追
っ
て
報
告
し
ま
す
。 

◆ ◆ 

１ 

施
設
の
概
要
の
説
明 

◆ 

当
プ
ラ
ン
ト
は
「
一
般
廃
棄
物
の
中
間
処
理
場
」
の
許

可
を
得
て
２
０
１
６
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
目
的
は

高
速
道
路
の
管
理
上
発
生
す
る
刈
草
や
剪
定
枝
、
間
伐
材

（
以
下
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
う
。）
等
の
草
木
混
合
材
料
を

熱
分
解
し
て
ガ
ス
化
し
、
こ
れ
を
燃
料
と
し
て
発
電
を
行

い
、
当
該
施
設
の
運
用
電
力
お
よ
び
隣
接
す
る
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
の
消
費
電
力
に
活
用
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
運

営
主
体
は
「
㈱
ネ
ク

ス
コ
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
関
東
」
と
い
う
事

業
者
で
、
ネ
ク
ス
コ

東
日
本
の
低
炭
素
社

会
の
構
築
や
資
源
循

環
に
取
り
組
む
姿
勢

を
示
す
た
め
に
設
立

さ
れ
、
当
該
プ
ラ
ン

ト
は
そ
の
た
め
の
実

証
炉
と
い
う
位
置
づ

け
に
な
り
ま
す
。 

（
１
）
バ
イ
オ
マ

ス
の
収
集 

バ
イ
オ
マ
ス
の
処
理
可
能
量
は
一
日
当
た
り
５
ト
ン
弱

と
の
こ
と
で
す
が
、
季
節
的
変
動
も
あ
り
一
定
の
品
質
や

所
要
量
の
確
保
に
は
苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

（
２
）
チ
ッ
プ
化 

→ 

乾
燥 

集
め
た
バ
イ
オ
マ
ス
は
チ
ッ
パ
ー
で
裁
断
後
保
管
施
設

  

豪
雪
を
活
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦 

 
 

 
 

―
地
域
の
交
流
・
活
性
化
や
観
光
資
源
に
も
― 

 
 
 
 
 
 
 

 

魚
沼
市
商
工
観
光
課 

● 

渡
部 

麻
美 

        

豪
雪
を
活
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦 

 
 

 
 

―
地
域
の
交
流
・
活
性
化
や
観
光
資
源
に
も
― 

 
 
 
 
 
 
 

 

魚
沼
市
商
工
観
光
課 

● 

渡
部 

麻
美 

      

  

高
速
道
路
の
管
理
上
発
生
す
る
刈
草
や
剪
定
枝
、
間
伐
材
を
ガ
ス
化
！ 

 
 

 
 
 

 
 
 

―
㈱
ネ
ク
ス
コ
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
関
東
が
取
り
組
む
低
炭
素
社
会
の
構
築
― 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
員 

● 

福
島 

義
隆 

 

      

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
を
見
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
交
流
推
進
部
門
） 

事業 

報告 

写真１ 施設の全景 

写真２ バイオマス保管場所 
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に
保
管
し
（
写
真
２
）
、
混
合
し
た
後
に
乾
燥
機
で
水
分
調

整
を
行
い
ま
す
。 

（
３
）
熱
分
解 

酸
素
を
遮
断
し
た
状
態
で
バ
イ
オ
マ
ス
を
加
熱
・
蒸
し

焼
き
に
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
バ
イ
オ
マ
ス
は
ガ
ス
と
残

渣
（
チ
ャ
ー
）
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
残
渣
は
ガ
ス
化
処
理

前
の
重
量
の
十
分
の
一
に
減
量
し
て
廃
棄
さ
れ
、
ガ
ス
は

タ
ー
ル
等
の
不
純
物
を
分
離
・
洗
浄
し
た
後
に
発
電
機
に

送
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
分
解
装
置
は
「
ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン
」
と
呼
ば
れ
、

内
径
８
０
ｃ
ｍ
、
長
さ
２
．
４
ｍ
の
円
筒
状
の
も
の
で
連

続
的
に
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。 

（
４
）
発
電 

バ
イ
オ
ガ
ス
は
発
電
機
（
写
真
３
）
に
送
ら
れ
、
Ａ
重

油
を
補
助
燃
料
と
し
て
発
電
機
を
稼
働
さ
せ
発
電
を
行
い

ま
す
。
発
電
出
力
は
１
０
０
ｋ
Ｗ
で
、
７
０
％
が
施
設
の

運
用
電
力
に
、
残
り
の
３
０
％
が
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
使
用

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
発
電
量
は
一
目
で
わ
か
る
よ

う
に
デ
ジ
タ
ル
表
示
さ
れ
て
お
り
（
写
真
４
）
当

日
は
９
０
ｋ
Ｗ
（
プ
ラ
ン
ト
試
用
６
３
、
Ｓ
Ａ
使

用
３
７
）
と
比
較
的
良
好
な
発
電
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
年
間
平
均
で
は
５
０
ｋ
Ｗ
程
度

と
の
こ
と
で
し
た
。 

◆ ◆ 

２ 

施
設
の
見
学 

◆ 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
処
理
の

内
容
に
沿
っ
た
形
で
順
次
、
施
設
の
見
学
、
説
明

を
受
け
ま
し
た
。 

施
設
は
２
４
時
間
稼
働
で
あ
り
、
当
日
は
５
名

程
度
の
職
員
の
方
が
従
事
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

施
設
は
大
き
く
分
け
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
・
残
渣
（
チ
ャ

ー
）
置
き
場
（
写
真
５
）、
チ
ッ
プ
置
き
場
、
バ
イ
オ
マ 

ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

◆ ◆ 

３ 

質
疑
応
答 

◆ 
 

 

次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
１
）
建
設
費
用
は
？ 

建
設
費 

 

７
億
円
、 

運
用
費
用 

２
億
円
（
追
加
費
用
） 

（
２
）
バ
イ
オ
マ
ス
の
収
集
範
囲
は
？ 

蓮
田
Ｉ
Ｃ
以
北 

の
高
速
道
路
全
域 

（
３
）
施
設
運
用
の
採
算
性
は
？ 

費
用
先
行
で
あ
り
、採
算
は
当
分
の
間
取
れ
そ
う
に
な
い
。 

（
４
）
東
電
原
発
爆
発
事
故
に
伴
う
放
射
能
の
影
響
は
？ 

バ
イ
オ
マ
ス
原
料
、
廃
棄
物
と
も
に
基
準
値 

（
八
千
Ｂ

ｑ
／
ｋ
ｇ
）
を
下
回
る
。 

残
渣
等 

～ 

６
千
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
に
低
下
し
て
お
り
、
一

般
廃
棄
物
と
し
て
処
分
可
能 

（
５
）
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
は
？ 

バ
イ
オ
マ
ス
の
燃
焼
は
し
な
い
の
で
Ｄ
Ｘ
Ｎ
（
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
）
の
発
生
は
な
い
。（
と
の
こ
と
） 

 

等
々 

◆ ◆ 

最
後
に 

◆ 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
時
間
ほ
ど
の
見
学
で
し
た
。
当
該
施
設
は
ネ
ク
ス
コ

東
日
本
の
循
環
型
社
会
を
目
指
す
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
主

眼
が
あ
り
、
採
算
の
面
か
ら
考
え
る
実
用
化
に
は
も
う
少

し
時
間
が
か
か
る
よ
う
で
す
。 

運
用
開
始
か
ら
一
年
ほ
ど
で
、
現
在
は
試
行
錯
誤
の
段

階
に
あ
り
、
施
設
の
運
用
も
様
々
な
問
題
を
克
服
し
な
が

ら
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
８
時
間
三
交
代
勤
務
で
施
設

を
稼
働
す
る
等
人
件
費
も
か
さ
ん
で
お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス

か
ら
副
次
的
に
発
生
す
る
「
タ
ー
ル
」
や
「
残
渣(

チ
ャ
ー)

」

の
処
理
、
放
射
能
の
残
っ
て
い
る
廃
棄
物
の
処
分
な
ど
克

服
す
べ
き
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
循
環
型
社
会
を
目
指
す

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
注
視
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

写真５ 廃棄物の保管状況 

写真４ 発電の状況 

写真３ 発電機 



4 
 

「ECO テック＆ライフとちぎ 2017」へ出展しました。 

TECA の今年のテーマは、「地球温暖化による環境の変化と生

き物たち」です。生き物は、ヒアリ(外来種)、ミシシッピーア

カミミガメ（外来種）、カワリヌマエビ(外来種）、アメリカザ

リガニ(外来種）とミズカマキリコオイムシ(在来種）、ギンフ

ナ(在来種）を展示しました。 

 来場者は、水槽の生き物を興味深く観察し、地球温暖化によ

る生物への影響を学習しました。 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

第 11 回の「ISO14001 審査員のための環境審査員 CPD1 日（５CPD 時間）コース研修会」を開催、「CSR・

TPM(Total Productive Maintenance)活動と事例紹介」を学習しました。 

 ISO14001:2015 年版の主な変更点である【環境管理の戦略化 

「リスク及び機会」と環境パーフォーマンスの向上】は、CSR と 

TPM（ロスゼロ改善）の事例で理解を深めることができました。 

 

日時：8月 19 日(土） 9:45～16:30 

場所：宇都宮市東市民活動センター 第２会議室 

講師：曽我部 二郎 

  

【参加者の声】 

実践された体験を中心に話されて、説得力がありました。 

これまでの CPD 研修は技術的な内容が多かったと思いますが、これからの ISO14001 やエコアクション２１

はより経営的な視点での取り組みが必要になってきており、このような幅広い研修は非常に有意義でした。 

環境審査員 CPD1日（５CPD時間）コース研修会を開催 
事業 

報告 

ECOテック＆ライフとちぎ 201７へ出展 
事業 

報告 

恐る恐る手を出す子どもたち 

準備できたよ♪ TECAのブース  

どれ、どれ。えぇ～。大人も夢中 

http://www.tochieco.jp/ecotech2017/
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第８回環境カウンセラ－全国交流会は、１０月２１日に北海道札幌市環境プラザで開催され出席して

きました。全国から約５０名の環境カウンセラーが参加しましたが、このような全国交流会は今年が最後

で、今後は新たなる取り組みが計画されているそうです。 

主催者であるＮＰＯ法人全国環境カウンセラ－全国連合会とＮＰＯ法人北海道環境カウンセラ－協会の

挨拶から始まり、環境省・北海道などの来賓からのお祝いを受けました。そして、記念講演の演者である

ビアンカ・フュルト氏から現在当地で行っている活動の紹介とこれまでのいきさつや苦労話、その目的な

どを伺いました。この話の内容は、明日に実施されるエクスカ－ションで直接体験する予定となっていま

す。 

その後、活動の事例発表が行われました。発表の団体は、民間の会社が２団体、市民活動団体が２団体

です。 

最初の発表は民間の株式会社の「アドバコム」で、環境教育を専門とし、「エコチル」という情報誌を毎月

発行し、小学校や家庭に配布し、エコに関する様々な情報を発信しています。活動を聞いてその組織力の

広さに感心しました。続いて、株式会社「アレフ」は皆さんご存知のレストラン「ビックリドンキ－」の

創設からスタ－トし、「エコリン村」などを作って子供を集め、食と安全・エコを実践しています。 

続いて市民団体の「環境学習フォ－ラム北海道」からの報告で、市民や高校生を対象として環境教育をメ

インにした活動を展開しています。具体的には夕張川河川敷の調査や、高校への出前講座などです。報告

の最後に「ＮＰＯ法人 環境り・ふれんず」から報告がありました。活動の主な内容はゴミの減量化で、

役所と連携し、リサイクルやフリ－マ－ケットなど幅広く活動しています。 

その後、全国から結集した各地の環境カウンセラ－協会 13団体からの活動報告がありました。またそれぞ

れの団体からは活動紹介のポスタ－が送付され、展示されていました。また懇親会が開催され、ビアンカ

氏から提供された野菜やパンなどで作成された食材や飲料も加えて懇親が図られました。 

翌日は希望者が集合し、ビアンカ氏の経営する農場へバスで出かけました。札幌の町から約１時間、郊外

にある八剣山のふもとに到着しました。北海道らしい雄大な自然にあふれた場所でした。ここには、自然

志向の行楽客が訪れて、乗馬を楽しんだり、ジンギスカンを食したり、様々な催しに参加したりしていま

す。我々も場内の施設の見学や、ネイチュアゲ－ム、石や木で作ったネイチュア作品の製作に興じました。

季節的には秋になりますが、冬などは自然の厳しい環境にさらされます。それでも大自然を愛する人たち

とっては格別な場所でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八剣山とビアンカ氏の農場 

 

 

 

                      ビアンカ氏        栽培された野菜（乾燥中） 

 
 

ビアンカ氏の作業室 

第８回 環境カウンセラ－全国交流会の報告     会員 市川恭治 
事業 

報告 
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◆ ◆ 

は
じ
め
に 

◆ 

最
近
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
「
持
続
可
能
な
社
会
・
発

展
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
増
え
て
来
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
こ
う
し
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大

変
心
強
く
感
じ
ま
す
。 

こ
こ
で
は
環
境
経
営
の
視
点
か
ら
、
私
自
身
が
環
境
フ

ォ
ー
ラ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
学
ん
だ
、
解
決
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
や
社
会
的
側
面
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
加

え
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。 

◆ ◆ 

公
害
問
題
か
ら
地
球
環
境
問
題
へ 

◆ 

今
世
紀
環
境
問
題
は
、
社
会
経
済
が
活
性
化
し
人
口
の

増
大
化
は
自
然
環
境
の
も
つ
浄
化
・
再
生
能
力
を
超
え
て

地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や
酸
性
雨
、

熱
帯
雨
林
の
減
少
、
そ
し
て
海
洋
汚
染
や
野
生
生
物
の
種

の
減
少
な
ど
人
類
の
生
存
基
盤
で
あ
る
地
球
環
境
そ
の
も

の
の
限
界
に
つ
い
て
気
付
か
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
地
球
環
境
問
題
の
深
刻
化
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
１
で
の
パ
リ

協
定
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
資
源
の
枯
渇
化
、
生
物
多
様

性
、
森
林
保
全
、
廃
棄
物
処
理
と
い
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出
が
世
界
共
通
問
題
と
し
て
取
り
た
だ

さ
れ
て
い
ま
す
。（
参
照
資
料
１
） 

同
時
に
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
と
い
っ

た
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
現
代
社
会
と
生
活
様
式
に

目
を
背
く
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら

生
じ
る
大
気
汚
染
、
騒
音
、
水
質
汚
濁
や
ご
み
問
題
な
ど

都
市
生
活
の
公
害
問
題
も
依
然
と
し
て
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
参
照
資
料
２
） 

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
や
企
業
の
取
り
組
み
は
勿
論
の

こ
と
で
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
積
み
重
ね
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

◆ ◆ 

「
気
づ
き
」
と
「
見
え
る
化
」 

◆ 

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
原
材
料
調
達
か
ら
生
産
・
流
通
・

リ
サ
イ
ク
ル
・
廃
棄
ま
で
の
流
れ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
や
上
流
・
下
流
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
視
野
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
間
接
排
出
部
門
に
至

る
多
義
に
渡
っ
て
総
合
的
に
捉
え
る
手
法
が
あ
り
ま
す
。

（
参
照
資
料
３
） 

事
業
者
と
消
費
者
の
間
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
行
動
に

関
す
る
「
気
づ
き
」
を
共
有
し
、「
見
え
る
化
」
さ
れ
た
情

報
を
用
い
て
、
事
業
者
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す

る
企
業
間
で
協
力
し
て
更
な
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
を
推

進
す
る
も
の
で
す
。「
見
え
る
化
」
さ
れ
た
環
境
ラ
ベ
ル
か

ら
、
消
費

者
が
よ
り

低
炭
素
な

消
費
生
活

へ
自
ら
変

革
し
て
い

く
こ
と
を

目
指
し
ま

す
。
単
に

省
エ
ネ
や

節
電
対
策

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
新
会
員 

● 

齊
藤 

好
広 

 

会員 
投稿 

参考資料１（出典：JEMAI 抜粋） 

参考資料２（出典：JEMAI 抜粋） 

参考資料３（出典：JEMAI 抜粋） 
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と
い
っ
た
直
接
排
出

量
の
削
減
だ
け
に
留

ま
ら
な
い
社
会
の
仕

組
み
が
求
め
ら
れ
ま

す
。（
参
照
資
料
４
） 

そ
の
シ
ス
テ
ム
の

活
用
事
例
と
し
て
、

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
表
示
や
省
エ

ネ
機
器
導
入
か
ら
の

排
出
削
減
量
や
森
林

経
営
な
ど
に
よ
る
吸

収
量
で
創
出
さ
れ
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
低
炭

素
社
会
実
行
計
画
の

目
標
達
成
や
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
な

ど
、
様
々
な
用
途
に

活
用
で
き
ま
す
。（
参

照
資
料
５
） 

◆ ◆ 

自
然
と
の
共
生
活
動 

◆ 持
続
可
能
な
社
会
を
創
る
に
は
、
循
環
型
社
会
の
構
築
と

い
っ
た
社
会
の
仕
組
み
や
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
「
循
環
」

「
抑
制
」「
共
生
」
と
い
っ
た
価
値
を
共
有
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。 

日
本
は
国
土
の
約
２
／
３
を
占
め
る
世
界
有
数
の
緑
豊
か

な
森
林
国
で
す
。
栃
木
県
の
森
林
面
積
は
、
県
土
の
約
５

５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昔
か
ら
自
然
災
害
を
防

ぐ
た
め
に
森
林
を
治
め
る
一
方
で
、
賢
く
守
り
育
て
る
こ

と
で
、
森
林
が
生
み
出
す
多
様
な
恵
み
（
木
材
供
給
・
酸

素
供
給
・
土
壌
流
出
防
止
・
洪
水
防
止
な
ど
の
生
態
系
サ

ー
ビ
ス
）
を
活
か
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
て
来

ま
し
た
。（
参
照
資
料
６
）
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
恩
恵
に
そ

の
保
全
整
備
に
つ
な
が
る
仕
組
み
造
り
は
、
誰
で
も
寄
与

で
き
る
こ
と
で
す
。
そ
の
恵
み
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
、
私
た
ち
の
活
動
に
よ
る
環
境
負
荷
が
、
地
域

や
地
球
の
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、

環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
行
動
を
し
て
自
然
と
の
共
生

活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

政
府
は
Ｈ
３
０

年
度
税
制
改
正

大
綱
新
税
と
し

て
、
森
林
管
理

の
財
源
と
す
る

森
林
環
境
税
が

先
々
導
入
さ
れ

ま
す
が
、
賛
否

の
声
が
問
わ
れ

る
前
に
、
持
続

可
能
な
発
展
の

た
め
の
役
割
に

つ
い
て
、
も
っ

と
環
境
教
育
が
必
要
と
い
え
ま
す
。 

 
 
 

 

◆ ◆ 

結
び
に
―
自
然
資
本
へ
の
潮
流 

― 

◆ 

 

地
球
は
誰
の
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
球
の
資
源
の
容

量
に
は
限
り
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
人
間
を
含
め
す
べ

て
の
生
物
が
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
共
生
す
る
事
が
重

要
で
す
。
今
日
ま
で
、
社
会
経
済
の
発
展
こ
そ
が
幸
せ
の

理
想
の
ご
と
く
便
利
で
快
適
な
暮
ら
し
を
求
め
、
企
業
は

利
益
追
求
に
目
を
向
け
て
き
た
こ
と
で
、
世
界
中
で
様
々

な
環
境
問
題
や
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。 

 

近
年
、
事
業
活
動
を
支
え
る
最
も
重
要
と
な
る
の
が
「
自

然
資
本
」
と
さ
れ
て
お
り
、
持
続
可
能
な
企
業
経
営
の
重

要
課
題
（
マ
テ
リ
ア
リ
テ

ィ
）
と
し
て
始
ま
っ
て
い

ま
す
。（
参
照
資
料
７
）
こ

う
し
た
企
業
と
生
物
多
様

性
の
関
わ
り
は
、
こ
こ
に

き
て
大
き
な
転
換
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

与
え
る
負
の
影
響
を
最
小

限
に
留
め
、
寧
ろ
「
自
然

資
本
」
を
増
や
す
よ
う
に

生
物
多
様
性
を
保
全
す
る

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
企

業
経
営
そ
し
て
次
世
代
を

担
う
子
供
た
ち
の
た
め
の

「
持
続
可
能
な
環
境
調
和

社
会
」
と
い
え
ま
す
。 

追
記
：「
自
然
資
本
と
企
業
経
営
」
に
つ
い
て
は
、
別
の
機

会
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

栃
木
県
の
森
林
保
全
事
業
に
は
、
「
と
ち
ぎ

の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
事
業
の
取

組
」
、
新
し
い
と
こ
ろ
で
「
と
ち
ぎ
木
づ
か

い
条
例
（
栃
木
県
県
産
木
材
利
用
促
進
条

例
）
」
が 

Ｈ
２
９
年
１
０
月
１
８
日
施
行

さ
れ
た
。 

参考資料５（出典：J-ｸﾚｼﾞｯﾄ制度事務局抜粋） 参考資料４（出典：CFP プログラム抜粋） 

 

生物多様性こそ最も重要な「自然資本」 

参考資料７（出典：平成 28 年版 環境・循環型社会・生物多様性白書）        
 

参考資料６（出典：平成 27 年度森林・ 
林業白書（農林水産省） リーフレット参照） 
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水
俣
条
約
が
発
効
！ 

～
水
銀
汚
染
の
な
い
世
界
へ
向
け
て
～ 

 
 
 

 
 

 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
会
員 

● 

近
藤 

和
雄 

       

◆ ◆ 

物
質
文
明
が
も
た
ら
す
も
の 

◆  

 

工
業
と
い
う
『
物
質
文
明
』
は
、
人
間
さ
え
も
一
つ
の

材
料
で
あ
る
か
の
如
く
生
産
サ
イ
ク
ル
の
中
に
取
り
込
み
、

そ
れ
を
押
し
進
め
る
社
会

は
農
村
・
漁
村
の
過
疎
化

を
押
し
進
め
、
一
時
（
い

っ
と
き
）
の
人
間
の
集
中

化
に
よ
っ
て
工
業
は
繁
栄

し
ま
す
が
、
時
間
の
経
過

と
共
に
そ
の
必
要
性
が
薄

れ
る
と
、
生
産
を
担
っ
て

き
た
人
間
と
環
境
も
犠
牲

に
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

そ
の
犠
牲
の
中
の
一
つ

に
「
公
害
問
題
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
公
害
に
よ
る
被

害
に
関
す
る
人
体
へ
の
健
康
被
害
の
影
響
度
に
つ
い
て
は
、

人
為
的
に
認
定
さ
れ
た
基
準
で
見
極
め
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不

可
能
で
あ
り
、
高
齢
化
し
た
被
害
者
の
体
調
不
良
の
原
因

が
汚
染
物
質
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
年
齢
に
よ

る
体
調
悪
化
な
の
か
の
線
引
き
も
で
き
な
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。 

 

況
し
て
や
、
こ
れ
ら
の
公
害
被
害
が
続
く
こ
と
に
も
関

わ
ら
ず
、苦
し
ん
で
い
る
人
々
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

世
間
か
ら
も
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
疑
念

を
感
じ
ま
す
。 

◆ ◆ 

我
が
国
の
四
大
公
害
病 

◆  

 

『
公
害
』
と
は
企
業
の
生
産
活
動
や
人
々
の
生
活
の
中

で
発
生
す
る
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
、
騒
音
、

振
動
、
地
盤
沈
下
、
悪
臭
な
ど
に
よ
り
、
健
康
や
生
活
環

境
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
公
害
対
策
と
環
境
保
全
と
の
問
題
は
、
人
類

生
存
の
基
本
と
し
て
そ
の
重
要
性
が
広
く
人
々
に
認
識
さ

れ
、
そ
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
再
び
公
害
問
題
を

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
、
人
々
の
切
な
る
願
い

と
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
対
馬
市
厳
原
町
佐
須
地
域
の
カ

ド
ミ
ウ
ム
汚
染（
こ
の
場
所
の
汚
染
土
の
入
れ
替
え
に
は
、

対
馬
は
岩
石
の
島
で
土
が
な
い
こ
と
か
ら
、
数
十
㎞
離
れ

た
壱
岐
の
島
か
ら
土
を
持
ち
込
ん
だ
）
等
を
始
め
、
全
国

の
数
多
く
の
公
害
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

 

 

（
出
典
：
宮
脇
書
店
２
０
１
６
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
部
分
引
用
） 

 

な
お
、
公
害
病
の
内
、
熊
本
・
新
潟
の
水
俣
病
、
富
山

の
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
、
三
重
県
の
四
日
市
ぜ
ん
そ
く
に
つ

い
て
は
、
そ
の
被
害
の
大
き
さ
か
ら
「
四
大
公
害
病
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

  
 

会員 
投稿 

軍艦島（かつての海底炭坑） 

対馬 
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◆ ◆ 

水
俣
条
約
の
発
効 

◆ 

平
成
２
５
年
１
０
月
１
０
日
に
熊
本
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」
外
交
会
議
に
お
い

て
採
択
さ
れ
、
同
日
に
本
条
約
に
署
名
の
国
際
的
な
水
銀

規
制
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
「
水
俣
条
約
」
は
平
成
２
９
年

５
月
１
８
日
に
締
約
国
が
５
０
を
超
え
、
規
定
の
発
効
要

件
が
満
た
さ
れ
た
の
で
平
成
２
９
年
８
月
１
６
日
に
発
効

し
ま
し
た
が
、
９
月
８
日
時
点
で
は
日
本
や
米
国
、
中
国

や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、
ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
７
４
の
国
と

地
域
が
締
結
し
て
い
ま
す
。 

 

［
条
約
の
主
な
内
容
］ 

・
採
用
さ
れ
た
条
約
名
に
は
、
メ
チ
ル
水
銀
に
よ
っ
て

深
刻
な
神
経
障
害
を
引
き
起
こ
し
た
水
俣
病
の
よ
う

な
健
康
被
害
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
決
意
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
新
規
の
水
銀
鉱
山

の
開
発
禁
止
、
一
定
量
以
上
の
水
銀
を
使
っ
た
蛍
光

灯
や
体
温
計
な
ど
の
製
造
・
輸
出
入
の
禁
止
、
水
銀

廃
棄
物
の
適
正
管
理
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

・
さ
ら
に
は
、
今
も
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
南
米
な
ど

の
一
部
の
発
展
途
上
国
を
中
心
に
、
水
銀
を
含
む
製

品
が
適
切
に
処
理
さ
れ
ず
環
境
汚
染
な
ど
が
引
き
起

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
条
約
に
は
適
切
な
処
理
を
行

う
た
め
の
人
材
育
成
や
、
施
設
整
備
を
資
金
面
で
支

援
す
る
制
度
を
作
る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
し
た
。 

 

 

な
お
、
我
が
国
と
し
て
は
同
条
約
の
実
施
を
確
保
し
、

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
た
め
の
国
内
法
で
あ
る

「
水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
の

制
定
、
及
び
「
大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
の
改
正
が
あ
り
、
８
月
１
６
日
に
施
行
（
一
部
を
除

く
）
さ
れ
ま
し
た
。 

◆ ◆ 

我
が
国
の
水
俣
病
対
応
の
課
題 

◆ ①
排
出
・
廃
棄
処
理 

・
我
が
国
の
水
銀
の
大
気
へ
の
主
な
排
出
源
の
、
石
炭

火
力
発
電
所
・
産
業
用
石
炭
燃
焼
ボ
イ
ラ
ー
・
非
鉄

金
属
製
造
に
用
い
ら
れ
る
精
錬
及
び
ば
い
焼
工

程
・
セ
メ
ン
ト
ク
リ
ン
カ
ー
製
造
設
備
・
廃
棄
物
焼

却
設
備
等
で
は
、
法
施
行
以
前
で
は
規
制
は
あ
る
も

の
の
実
態
的
に
は
野
放
し
状
態
で
し
た
が
、
水
俣
条

約
の
発
効
と
法
令
施
行
に
よ
り
厳
格
化
と
な
り
ま

し
た
。 

 

 
 

 

 

・
蛍
光
灯
と
電
池
の
水
銀
の
処
理
に
関
し
て
は
、
家
庭

用
は
分
別
処
理
が
、
産
業
用
は
産
業
廃
棄
物
処
理
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

病 名 原因物質 年 代 認定者数 

 

 

水 俣 病 

熊本  

 

メチル水銀 

1953（昭和 28）

～60（昭和 35）

年頃 

1968（昭和 43）年に公害病認定 

約 2,300人程度(～平成 28.3) 

新潟 1964（昭和 39）

年頃～ 

700人程度(～平成 28.3) 

 

四日市ぜんそく 

 

亜硫酸ガス 

 

1960（昭和 35）

年頃～ 

1972（昭和 47）年公害病に認定

1,700 人程度 

その他地域の大気汚染を含め 3.5万人

強 (～平成 27.12) 

イタイイタイ病 カドミウム 1950（昭和 25）

年頃～ 

1968（昭和 43）年に公害病認定 200

人程度 (～平成 28.3) 

【我が国の四大公害病】 

セメント 
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②
水
俣
市
の
汚
染
場
所
管
理 

・
不
知
火
海
に
面
し
て
い
る
水
俣
市
の
公
園
「
エ
コ
パ

ー
ク
水
俣
」
の
地
下
に
は
、
水
銀
を
含
む
汚
泥
が
埋

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

・
こ
こ
で
は
、
水
銀
値
の
高
い
汚
泥
の
た
ま
っ
た
エ
リ

ア
を
鋼
板
で
囲
っ
て
海
と
仕
切
り
、
そ
の
埋
め
立
て

は
１
９
９
０
年
に
完
成
し
た
の
で
す
が
、
１
９
８
２

～
８
５
年
に
か
け
て
設
置
し
た
仕
切
鋼
板
の
耐
用
年

数
は
約
５
０
年
と
の
こ
と
な
の
で
、
い
ず
れ
は
更
新

が
必
要
で
す
。
昨
今
の
天
変
地
変
が
増
え
る
時
代
に

お
い
て
は
、
い
つ
大
地
震
や
大
津
波
に
襲
わ
れ
る
可

能
性
も
否
定
も
で
き
ず
、
埋
立
地
の
液
状
化
現
象
な

ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。 

◆ ◆ 

終
わ
り
に 

◆ 

 

工
業
文
明
と
は
、
よ
り
経
済
性
・
利
便
性
・
快
適
性
等

に
お
も
む
き
を
置
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
生
活
基

準
も
環
境
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
さ
ら
に

は
社
会
的
な
基
準
さ
え
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
人
間
の
欲
望
に
沿
い
限
り
な
く
物
質

を
扱
う
こ
と
へ
の
反
動
と
し
て
、
人
々
は
持
っ
て
い
る
も

の
を
捨
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
「
負
の
歴
史
」
も

新
た
に
生
じ
ま
す
の
で
、
物
質
に
頼
り
す
ぎ
ず
に
身
の
回

り
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
自
然
界
が
も
た
ら
し
て
く

れ
て
い
る
、
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
勢
力
等
を
充
分

に
活
用
し
、
負
債
の
少
な
い
生
活
環
境
の
維
持
に
心
が
け

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

こ
の
折
り
合
い
の
精
神
的
な
心
得
こ
そ
が
、
兼
好
法
師

が
綴
っ
た
「
徒
然
草
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

 
 参

考
：
環
境
省
Ｈ
Ｐ
、
経
済
産
業
省
Ｈ
Ｐ
、
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ

ル
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
、
東
京
新
聞
、 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（W

ik
ip

e
d

ia

）
、
一
般
社
団
法
人
環
境
金
融

研
究
機
構
Ｈ
Ｐ 

 
水銀０の乾電池（中国製と日本製） 

 国連気候変動枠組条約第 23 回締約国会議（ＣＯＰ２３）が、ドイツ国・ボンにて１１月６日から１７日で、

南太平洋の島嶼国であるフィジーが議長国となり開催されました。 

 進行し続ける気候変動に対処するために、２０１５年に採択され１年前に発効した「パリ協定」では“地球上

の生態系にとって危機的な被害とならない水準”として、約２００年前の産業革命前からの気温の上昇幅は、

「２℃ 或は１．５℃以内に抑えること」を目標としていますが、既に今年の１月から９月までの世界の平均気

温は、産業革命前と比べると約１．１℃上昇しました。 

 対応すべき状況の促進へ向け、取り組むべき工程表づくりがＣＯＰ２３の議題となり、その結果から来年のポ

ーランドでは閣僚級会合を開催することが決まりました。 

 処で、今回のＣＯＰでの注目はなんと言っても、今年６月１日にトランプ大統領がパリ協定からの離脱を表明

後のアメリカの動きだったのですが、パリ協定の規定上からは正式に離脱が可能となるのは２０２０年１１月で

すので、目下の処は交渉には参加しています。何故なら、パリ協定からは離脱してもその親条約（注：パリ協定

は親条約である気候変動枠組条約の下の位置づけされる）には加盟し続けているからです。地球規模での市場競

争の視点からは、気候変動対策が有利に働く人々と、不利になってしまう人々との二極化となり、この利害関係

による葛藤が依然として続きますが、このまま進むことは自己破壊に向う気がします。何故なら、人類は地球上

に住んでいる単なる一生物にしか過ぎないので…… 

 「ＣＯＰ２３」 に思う    会員  近藤和雄 
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紹介する本は、ロブ・ダン著、高橋洋訳「世界からバナナがなくなるま

えに、食料危機に立ち向かう科学者たち」、青土社です。 

 

バナナは今では比較的安価に入手出来るが、私の子供時代には大変高価な

果物であり、ほとんど食べることが出来なかった。バナナがなくなっても

大したことはないと思いながら、何気なく図書館から借りた本であるが、

ジャガイモやカカオ、コーヒーはじめ多くの食物やゴムの木の病原菌など

による作物の危機的状況を記載した本である。著者は、「本書は、生物多様

性を守ることで、作物と私たち自身を救うために馳せ参じてきた科学者た

ちのストーリーを物語る。」と記載する。現代の大規模農業は、灌漑、機械

化、化学肥料、殺虫剤、殺菌剤、除草剤の大量投与により資本を集中投下

し、遺伝的に均質になった一種類の作物を大農場で栽培する。そのような

現代の作物栽培方式は私たちが生きていくためになくてはならない作物を

いかに危機的な状況に追い込んでいるか、それにどう対処すればいいのか。 

 19 世紀の中頃アイルランドでは主食にしていたジャガイモが疫病菌に

より大被害を受け、100 万人以上が死亡したジャガイモ飢饉があった。こ

のような事態は、今日の私たちにも襲ってくる可能性がある。私たちの食事様式はごく単純なものと化し、少数の

作物に依存するようになっている。単位面積あたり、最大の収穫量が見込める作物にしぼられ、北米におけるトウ

モロコシ、ヨーロッパにおける小麦、アフリカにおけるキャッサバ、アジアにおける米がそうなっている。ブラジ

ルのカカオが人為的に持ち込まれた病原菌が付着した葉や枝による天狗巣病に罹り全滅し（チョコレートテロ）、現

在はガーナなど西アフリカの国々が主要な産地で、それらの国々の重要な輸出品になっている。ゴムの木もブラジ

ル原産ではあるが、今では東南アジアが世界の供給源である。天然ゴムは自動車のタイヤに無くてはならないもの

で、自動車製造で成功したヘンリー・フォードがブラジルでゴムの木を栽培する事業に乗り出した。フォードはゴ

ムの栽培をあたかも自動車製造のラインのようにして、そこに一大産業を興す計画であったようであるが、枯葉病

という病気にやられゴムの木が全滅した。 

 このように単一作物を大規模で生産することのリスクに対して何が出来るのか。著者は野生種の種や根をコレク

ション（種子バンク）として保存し、保護する必要があるという。ノルウェーにはスヴァールバル世界種子貯蔵庫

があって、現在 100 万種弱の品種の保管がされているという。「西川芳昭著：種子が消えればあなたも消える、コモ

ンズ」によると、日本には農業生物資源研究所に種子バンクがあり、2016 年 4 月現在、稲 39,567 点、麦 59,220 点

を含む 229,132点の種子の保存がされているようであるが、研究者の数や予算はどのようになっているのだろうか。

そんなことを考えさせられる本である。 

 訳者あとがきには、バイオテロについて少し触れられている。核や化学兵器を用いた攻撃は、時間と共に半減期

や拡散により濃度が減少し、安全側に向かう。しかしバイオテロでは、生物（細菌など）が自ら生殖し広がってい

く倍増期があるという。最初はだれにも気づかれずに、わずかな人数でこの種の生物兵器をばらまかれたらどうな

るのだろうか。人類は飢餓で大量の死者がでるかもしれない。 

 本は、第 1章：バナナを救え！、第 2 章：アイルランドのジャガイモ飢饉、第 3 章：病原体のパーフェクトスト

ーム、第 4 章：つかの間の逃避、第 5 章：敵の敵は味方、第 6 章：チョコレートテロ、第 7 章：チェコレート生態

系のメルトダウン、第 8 章：種子の採掘、第 9章：包囲戦、第 10 章：緑の革命、第 11章：ヘンリー・フォードの

ジャングル、第 12 章：野生はなぜ必要なのか、第 13 章：赤の女王と果てしないレース、第 14 章：ファウラーの箱

舟、第 15 章：穀物、銃、砂漠化、第 16 章：洪水に備える、エピローグ：私たちは何をなすべきか から構成され

ている。 

会員から書籍の紹介 
安場 博  
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◆ ◆ 

は
じ
め
に 

◆  

 

宇
都
宮
市
に
移
り
住
ん
で
お
よ
そ
１
５
年
、
当
初
は
街

中
の
戸
祭
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
い
た
が
、
周
り
は
住
宅

地
、
自
然
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
然
好
き
の
私
に
と
っ
て

は
大
変
不
満
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
私
の
部
屋
の
窓
越
し

に
は
隣
の
家
の
植
え
込
み
が
あ
り
、
ア
オ
バ
セ
セ
リ
、
ゴ

イ
シ
シ
ジ
ミ
、ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
な
ど
の
蝶
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
駐
車
場
に
は
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
、
カ
ナ
ヘ
ビ
、
ニ
ホ
ア

カ
ガ
エ
ル
、
ト
キ
ョ
ウ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
（
い
ず
れ
も
栃
木

県
版
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
記
載
種
）
が
顔
を
見
せ
る
。
上
空
に

は
オ
オ
タ
カ
・
ノ
ス
リ
が
飛
翔
す
る
。
こ
れ
ら
生
き
物
に

つ
い
て
は
、
当
時
息
子
が
通
っ
て
い
た
星
が
丘
中
学
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
会
誌
に
連
載
し
た
。
そ
れ
で
も
生
き
物
の
シ
ー
ズ

ン
に
な
れ
ば
、
近
隣
か
ら
日
光
や
那
須
方
面
へ
自
然
を
求

め
て
出
か
け
た
。
ま
た
近
隣
で
も
海
道
小
学
校
、
長
岡
、

鶴
田
沼
、
文
化
の
森
、
七
久
保
（
た
め
池
）
な
ど
に
出
か

け
て
公
私
に
関
わ
ら
ず
自
然
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
中
で
次

の
移
住
先
に
選
ん
だ
の
が
現
在
の
上
欠
町
で
あ
る
。
こ
こ

に
住
ん
で
６
年
目
と
な
る
が
、
意
外
と
自
然
に
富
ん
で
い

る
。
一
方
で
自
然
が
豊
か
に
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
を
敵
視
す

る
矛
盾
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。 

◆ ◆ 
上
欠
町
の
雑
木
林 

◆ 上
欠
町
は
今
か
ら
４
０
年
～
５

０
年
前
に
造
成
さ
れ
た
住
宅
団

地
で
あ
る
。
造
成
地
の
中
央
部

分
は
宅
地
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
周
囲
は
開
発
の
際
に
残
存

緑
地
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
残
存
緑
地
を
利
用
し
た
公

園
が
５
箇
所
あ
り
、
そ
の
う
ち

１
箇
所
は
コ
ナ
ラ
林
と
な
っ
て

い
る
こ
の
コ
ナ
ラ
林
に
は
、
樹

液
の
出
る
コ
ナ
ラ
が
あ
り
、多
く
の
昆
虫
を
集
め
て
い
る
。

５
～
６
月
に
は
、
ア
カ
ホ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
、
ル
リ
タ
テ
ハ
、

ア
カ
タ
テ
ハ
、
ヒ
オ
ド
シ
チ
ョ
ウ
な
ど
、
７
月
に
は
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
を
は
じ
め
、
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ

タ
、
カ
ナ
ブ
ン
が
多
数
集
ま
る
。
秋
季
の
末
ま
で
は
、
樹

液
に
は
ス
ズ
メ
バ
チ
が
集
ま
り
、
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
、
キ

イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
、
コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
３
種
が
見
ら

れ
る
。こ
れ
ら
の
樹
液
に
集
ま
る
の
は
虫
だ
け
で
は
な
く
、

我
々
虫
好
き
の
住
民
と
そ
の
子
供
達
で
あ
る
。
多
く
の
大

人
た
ち
は
ハ
チ
の
た
め
公
園
に
近
づ
か
な
い
。
さ
ら
に
市

役
所
に
か
け
合
っ
て
公
園
の
一
部
を
立
ち
入
り
禁
止
と
し
、

虫
好
き
は
遠
ざ
け
ら
れ
た
が
、
す
ぐ
に
や
っ
て
き
た
台
風

で
そ
の
掲
示
板
は
吹
き
飛
ん
で
元
の
環
境
に
戻
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
危
険
な
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
や
キ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
に

刺
さ
れ
れ
ば
自
己
責
任
に
な
る
が
、
ハ
チ
の
行
動
を
熟
知

し
て
れ
ば
め
っ
た
に
刺
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。 

 
 

 

   

 

  

生
物
多
様
性
と
は
何
か 

そ
の
２
５ 

 
 
 

 
 

―
宇
都
宮
市
の
自
然
の
多
様
性
― 

 
 
 
 
 
 
 

 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
理
事 

● 

市
川 

恭
治 

会員 
投稿 

上欠団地から望む男体山 

（上）立入禁止の掲示板 

（左）オオスズメバチ 
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◆ 
 

◆  

上
欠
町
の 

◆ 
 

た
め
池
周
辺 

  
 

上
欠
団
地
の
西
側
に
は

“
上
欠
沼
”と
い
う
た
め
池（
写

真
左
上
）
が
あ
り
、
ヘ
ラ
ブ
ナ

の
釣
り
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
場
所
の
上
流
側
に
は

ハ
ン
ノ
キ
林
（
写
真
左
下
）
が

あ
り
、
こ
こ
に
は
ミ
ド
リ
シ
ジ

ミ
が
生
息
し
て
い
る
。
し
か
し

こ
こ
数
年
は
見
か
け
る
こ
と
は
稀
で
、
か
な
り
数
が
減
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
は
夕
暮
れ
と
も
な
れ

ば
梢
か
ら
梢
へ
飛
翔
す
る
群
れ
が
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ハ
ン
ノ
キ
林
の
周
囲
で
は
、
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
と
同
じ

ゼ
フ
イ
ル
ス
と
呼
ば
れ
る
仲
間
で
あ
る
、ク
リ-

コ
ナ
ラ
林

で
ア
カ
シ
ジ
ミ
、
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
、
ウ
ラ
ミ
ス
ジ

シ
ジ
ミ
、
ミ
ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
が
、
イ
ボ
タ
ノ
キ
に

は
ウ
ラ
ゴ
マ
ダ
ラ
シ
ジ
ミ
が
見
ら
れ
、
ま
た
ハ
ン
ノ
キ
林

下
の
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
植
物
に
は
ス
ゲ
ハ
ム
シ
が
発
生

す
る
。
池
の
周
辺
に
は
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
ギ
ン
ヤ
ン
マ
マ
な

ど
の
ト
ン
ボ
類
が
多
い
。 

 

 
 

雑木林の昆虫 

ウラナミアカシジミ          ウラミスジシジミ 

ムラサキシジミ          ウラギンシジミ      オオムラサキ♀   オオムラサキ♂とカブトムシ    

ヒオドシチョウ          アカホシゴマダラ     ノコギリクワガタ     カブトムシとアオカナブン 

上欠池の景観 

上欠池とハンノキ林（右側奥の樹林） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiFz5KNhePXAhWBwbwKHSp8BOsQjRwIBw&url=http://photozou.jp/photo/show/151134/56392230&psig=AOvVaw391mhkJBm-fv4aTlC88R08&ust=1512019325247879
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◆ ◆ 

上
欠
の
自
然
（
そ
の
他
） 

◆ 
 上

欠
団
地
に
は
、
公
園
や
た
め
池
の
ほ
か
に
も
様
々
な

生
き
物
が
見
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
主
と
し
て
本
年

早
春
に
見
ら
れ
た
昆
虫
を
紹
介
す
る
。 

ル
リ
カ
ミ
キ
リ
は
自
宅
の
庭
で
採
集
し
た
が
、
宇
都
宮

市
や
栃
木
県
に
は
５
例
し
か
採
集
例
が
な
く
極
め
て
珍
し

い
と
思
っ
た
が
、
最
近
、
庭
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
ベ
ニ
カ

ナ
メ
モ
チ
（
外
来
種
）
を
食
害
す
る
こ
と
が
報
告
（
栃
木

県
昆
虫
愛
好
会
の
機
関
紙
「
イ
ン
セ
ク
ト
」
２
０
１
７
）

さ
れ
た
。 

  

                               

◆ ◆ 
.

生
物
多
様
性
の
自
然
づ
く
り 

◆ 

自
然
を
評
価
す
る
方
法
と
し
て
、
蝶
の
種
類
数
が
比
較

的
手
軽
な
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
上
欠
町
で
採
集
し
た

蝶
類
は
、
５
２
種
類
と
な
っ
た
。
因
み
に
私
が
支
援
を
続

け
て
い
る
宇
都
宮
市
の
海
道
小
学
校
の
雑
木
林
で
は
４
７

種
、
大
田
原
市
野
崎
の
ビ
オ
ト
ー
プ
周
辺
で
は
６
１
種
類

で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
静
岡
市
清
水
区
の
星
美
学
園
に
あ

る
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
で
７
～
８
年
間
で
４
６
種
類
の
蝶
が

記
録
さ
れ
て
い
る
（
地
盤
工
学
会
誌
４
７
）。
こ
れ
ら
４
つ

の
地
点
で
共
通
す
る
の
は
、
通
常
の
都
市
周
辺
の
場
所
と

比
べ
て
蝶
の
種
類
が
多
く
、
環
境
の
多
様
化
→
植
物
の
多

様
化
→
蝶
類
の
食
草
の
多
様
化
が
関
係
す
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。ま
た
そ
れ
ら
の
場
所
は
、我
が
家
周
辺
を
除
い
て
、

ビ
オ
ト
ー
プ
や
自
然
樹
木
を
植
栽
し
た
場
所
で
あ
る
。
生

物
多
様
性
の
自
然
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
本
物

の
植
物
を
多
く
採
用
し
、
変
化
の
あ
る
環
境
づ
く
り
が
望

ま
れ
る
。 

 

一
方
で
、
住
民
に
対
し
て
多
様
な
生
態
系
の
意
義
と

危
険
生
物
の
対
応
の
仕
方
な
ど
の
啓
蒙
が
必
数
で
あ
る
。

と
り
わ
け
幼
児
や
老
人
が
い
る
場
合
、
ハ
チ
の
巣
や
樹
液

の
隔
離
は
や
む
負
え
な
い
。
危
険
だ
か
ら
と
木
を
切
っ
た

り
、
殺
虫
剤
の
散
布
は
避
け
て
欲
し
い
。 

 

  

  

 

    

    

ウラゴマダラシジミ     スゲハムシ 

ギンヤンマ       ミドリシジミ 

上欠沼周辺の昆虫 

早春の蝶 

ウスバシロチョウ      ミヤマセセリ         ツマキチョウ 

アゲハチョウ         コツバメ          ルリカミキリ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjqgu7d4OjXAhVBJ5QKHZEuA24QjRwIBw&url=http://homepage1.canvas.ne.jp/kyotomushi/west1_saisyuki14_01.html&psig=AOvVaw0aQRzl3kJEWouWGQzBY4Y7&ust=1512215676637722
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjx6OOP4-jXAhXJmZQKHaz3CAYQjRwIBw&url=https://matome.naver.jp/odai/2141488849776775901&psig=AOvVaw2zfefSf0AEaEuQjb95Ykw1&ust=1512216023437102
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会
員 

曽
我
部
二
郎
の 

 

 №3 

【レオナルド・ダ・ビンチ】           【グラハム・トーマス】 

【アクロポリス・ロマンチカ】            【カクテル】 

【スイート・ドリーム】            【ダブリン・ベイ】 

【ギー・サヴォア】                【ロココ】 

始
め
て
バ
ラ
を
育
て
る
と
い
う
人
は
、
つ
る
バ
ラ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。 

つ
る
バ
ラ
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
テ
イ
（
Ｈ
Ｔ
）
な
ど
の
ブ
ッ
シ
ュ
・
ロ
ー
ズ
に
比
べ
、

丈
夫
で
育
て
や
す
く
、
初
心
者
で
も
た
く
さ
ん
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

枝
は
、
２
ｍ
か
ら
品
種
に
よ
っ
て
は
５
ｍ
以
上
に
も
伸
び
、
ア
ー
チ
や
フ
ェ
ン
ス
、
ポ

ー
ル
な
ど
に
利
用
で
き
、
品
種
を
選
べ
ば
庭
や
住
ま
い
を
立
体
的
に
飾
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
次
回
詳
細
を
紹
介
し
ま
す
。 
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毎日のように使っているパソコン。 

必要があり先日 Excel 検定試験（日商 PC 検定 データ活用ベーシック）を受け結果

は 45 点の不合格。パソコンの中でも Excel は日常的に使っており、検定試験もベーシ

ックということで何の準備もせず試験に臨んだのが敗因と分析しています。 

試験が始まり表を作り、多少見栄えがするように加工する問題で全 7 つの課題。試

験時間は 30 分だが 7 分くらいで終了し検算も終わってもまだまだ時間はたっぷり。終

了ボタンを押すと「まだ問題が残っていますが終了しますか？」とのメッセージ。こ

れは大変!!多少パニックぎみにつぎの問題に取り掛かったが時間切れ。あーあ!! 

毎週行われている試験なので、帰りに次週の申し込みをしようと思ったが所持金な

し。とほほほほ 

次の日に図書館から Excel 取り扱いの本を借り、毎朝 1 時間の特訓。次週再挑戦し

たのでした。 

結果？ご想像にお任せします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平石地区まちづくり協議会環境部会では、毎年地区の文化祭で「ゴミ分別クイズ」を実施しています。 

今年も 11 月 5 日の文化祭で実施しました。 

様々なゴミを１０種類ほど容器に入れ、その容器を参加者に渡し、ゴミの種類毎に設けた１２個の分別ボック

スに仕分けして入れてもらうゲームです。 

分別が不適切な場合にはその場で正しい分別を指導し理解してもらいます。指導する地元のリサイクル推進員

も指導する立場になると勉強して臨まなければなりません。 

ゴミの分別は、新聞・チラシ、雑誌・その他の紙、紙パック、びん缶類、ペットボトル、白色トレイ、プラス

チック製容器包装、危険ごみ、使用済小型家電、インクカートリッジ、燃えるごみ、不燃ごみの１２種類です。 

分別にチャレンジされる方は、小学生から高齢者まで男女様々ですが、

今年は約 120 名の方がチャレンジされました。特に小学生の正解率が

高いのには驚かされます。小学校の環境教育が適切に行われているも

のと推測されます。 

宇都宮市の環境部ごみ減量課から頂いた分別に関わるアンケート用紙

も 120 枚ほど回収ができ宇都宮市に貴重なデータが提供できたのでは

ないかと思っています。 

今後も文化祭でゴミ分別クイズを継続し、地域の方々の分別レベルの

向上に貢献して行きたいと思っています。 

「ごみ分別クイズ」ブース 

試験落ちました 

中井 嘉一郎 

分別すればゴミも資源 

  平石地区まちづくり協議会環境部会長 今井信行 

図書館から借りた取扱い本 
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「ＴＥＣＡＮＥＷＳ」を編集している塩野谷です。 

今回の「ＴＥＣＡＮＥＷＳ５７号」の「おじゃまします」

コーナーで「ＥＳＤ活動支援センター」を紹介したいと思い

東京・青山に見学に行きました。 

目印は国連大学の建物らしいので、青山学院大学を見なが

ら青山通りを歩いていくと、なんと素敵な建物！これが国連

大学。ところが、ここからが大変！国連大学とオーバルビル

の間の道を入り、東京ウィメンズプラザの前のエスカレータ

ーで地下１階に降り、ガラス越しに中をのぞき、ウロウロ歩

き回りやっと見つけた入口。しかし【⇒】の案内方向へ歩い

ても中は真っ暗！ 誰もいない？ 昼休み？？ いえいえ、

なんと土・日、休館でした。「えぇ～うそぉ～。本気？！活動

に支障きたすよぉ～。東京には、土・日ぐらいしか来られな

いのに！」と思いながら写真撮影のみにして、国連大学周辺

をウロウロしてみたら、【ＧＥＯＣ】の看板が目に入り見学す

ることにしました。 

  

ＧＥＯＣ（地球環境パートナーシッププラザ）は

国連大学ビルの 1階にあり、入りやすいところでし

た。環境ＮＰＯの基盤強化支援のほか、地域の環境

課題に応じて、多様な主体が対等な立場で相互に協

力して課題解決に取り組むよう、コミュニケーショ

ンの場づくりを行っているところでした。 

私がおじゃましたときは、セミナースペースで３

人の女性が【シマフクロウ トーク＆カフェ２０１

７】開催の準備をしていました。 

北海道の「シマフクロウボランティア（シマボ）」

（写真中央の女性）とその活動をサポートしている

「シマフクロウボランティアチーム 東京」（写真

左右の女性）の方にお話を伺うことができました。   

北海道の森でシマフクロウの巣箱かけを毎年秋

に行い、これまでに２００個かけたそうです。シマ

フクロウは体長約７０㎝、翼を広げた時の長さは約

１８０㎝、体重約４，０００ｇ。絶滅危惧類ⅠＡ類。 

シマフクロウは広いなわばりをもち、子育てをす

るための森と、魚がいる川や海が必要なため、シマ

フクロウを保護することは、他のたくさんの生き物

たちが暮らす環境を守ることにつながるそうです。 

 にこやかに、しなやかに３人の女性は写真撮影に

応じてくださいました。セミナーには参加できませ

んでしたが、北海道の活動と支援する東京が繋がっ

ていると感じて帰ってきました。 

地球環境パートナーシッププラザを見学 

塩野谷ふじ子 

入口におしゃれな看板   明るい展示とセミナースペース 

お話を伺った３人の女性 

シマフクロウの足の大きさ 

左においたペンと比較すると・・ 

国連大学の建物 

エスカレーターで地下へ 

支援センター入口 
休館で真っ暗でした 

シマボ通信 
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1月から 3月までの県内の環境イベントをご紹介します。 

（皆さんの勤務先や所属団体、地域の情報を事務局までお寄せください。掲載します。） 

平石地区 環境講演会 『 震災・原発事故を伝える 』 

～2011.3.11 から 6 年 10 か月の今 福島は ！！ ～ 

平石地区まちづくり協議会環境部会では、毎年 1月に環境講演会を開催しています。 

今年は、福島県環境カウンセラー協会特別顧問であり、震災・原発事故直後から福島県で被災者支援活

動に取組み、現在は被災地を取材し情報を外部に発信し続けている長澤利枝さんに講演を頂くことになり

ました。長澤さんは、平石地区環境部会が平成 25 年に南相馬市を訪れ支援活動を行ったときにお世話に

なった方であり、それが縁で今も交流が続いています。 

東日本大震災・原発事故から 6年が過ぎ、ややもすると記憶から遠のきつつある現在、今の福島の現実

を再確認したいと思います。多くの方が講演会に参加されることを願っております。 

日 時 ： 2018年 1月 28日（日） 午後 1時 30分～３時 30分（午後 1時開場） 

場 所 ： 宇都宮市平石地区市民センター ホール 

     （宇都宮市下平出町 158-1  電話：028-660-1964） 

講 師 ： 環境省登録 環境カウンセラー 長澤 利枝 氏 

申 込 ： 直接会場へお越しください 

  

  

 

表紙の写真撮影・解説：塩山会員 

つがの里公園は、このヤマザクラだけでなく、3 月下旬から咲くしだれ桜に始まり、ソメ

イヨシノ、シンボルのヤマザクラ、その後八重桜と約 1 か月間何らかの桜が楽しめます。 

4月に、花まつり花彩祭が開催され、土日・祝日には各種イベントが開催されます。つが

の里の農村レストランは、地元の女性グループが自慢の「手打ちうどん」や「手作り豆腐」

が楽しめます。是非ご賞味ください（月・火が休館日。ただし花祭り中は毎日営業） 

公園は、高速道路からも遠巻きに見られますが、是非今年の桜見物の 1 か所に加えて下さ

い。 

桜咲く農村レストランの住所は栃木市都賀町臼久保 325です。 

 

編集・発行 ＮＰＯ法人 栃木県環境カウンセラー協会（ＴＥＣＡ） 

事務局 〒320-0851 栃木県宇都宮市鶴田町 37-32 

ＴＥＬ：090-7286-2522   Ｅ-mail：yasuba@hi-ho.ne.jp 

ＵＲＬ：https://tecahp0419.bizmw.com/index.html 

栃木県内の環境イベント情報 

TEC
 

 

長澤 利枝 氏 プロフィール 

・環境省登録 環境カウンセラー 

・NPO法人 福島環境カウンセラー協会 特別顧問 

・元NPO 法人 環境カウンセラー全国連合会副理事 

・福島県環境アドバイザー 

・相双地方地域再生創造プロジェクト実行委員会会長 

・元福島県総合計画審議委員、元福島県環境審議委員 

・震災直後から被災地を取材・記録を作成し情報発信を続けている 

情報提供：今井会員 

無 料 


